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*2次配布の際にはご連絡ください。 

 

1. はじめに 

ケイマフリ Cepphus carboはオホーツク海沿岸、ロシアの日本海沿岸で繁殖する(Gaston & Jones 

1998)。国内では北海道と東北地方の一部で繁殖していたが(熊谷 1936, Osa & Watanuki 2002)、近

年東北地方では一部を除いて確認されなくなった。北海道でも生息数は減少傾向にあり、環境省

レッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。現状では天売島、知床半島、浜中町以外

のケイマフリ繁殖地では、個体数や繁殖数調査はほとんど行われていない。これは、ケイマフリ

の個体数や繁殖数を調べる方法がこれまで詳しく提示されてこなかったことが原因の一つである。

本手引きは、国内最大のケイマフリ繁殖地である天売島において筆者らが行ってきたケイマフリ

の個体数・巣数調査の方法を他の地域の調査の際に参考となるようにまとめたものである。 

   

2. 個体数調査 

海上に浮いているまたは水際に上陸しているケイマフリを数え、繁殖地におけるケイマフリの個

体数を明らかにすることが目的である。 

 

あ）観察場所と調査方法 

ア）陸上 

できるだけ不可視範囲のないように調査地点を設定する。調査地点が複数の場合は重複して数え

ないように、調査範囲を区画分けする（図 1）。調査員が地点数と同数いる場合は同時に調査を行

い、１人が複数地点調査を行う場合は速やかに移動して行う。遠くの個体は誤同定がないように望

遠鏡で確認する。 

 

 
図 1 個体数調査記録用紙（天売島の例） 
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イ）海上 

海上調査は小型船を用い、ケイマフリの繁殖崖から 100m 程度沖を、十分数えられる速度（10 ㎞

/h程度）で走行し、少なくとも 1名が進行方向 180度の海上に浮いているか水際に上陸している個

体を数える。可能な場合は陸上の繁殖地にいる個体も別途記録する。GPS を併用して行う場合は、

観測用の時計と GPS の時計の時刻をあらかじめ合わせておく。ケイマフリを発見したら、GPS で航

路上の位置を記録し、記録用紙に時刻、GPSの位置番号、観察数、行動（着水、飛翔）を記録する。

併用しない場合は、海域を陸上からの調査と同様に区画分けし、区画ごとに観察数、行動（着水、

飛翔）を記録する。飛翔個体は重複して数えないように飛翔方向に注意する。数が多い場合は、一

時走行を止めて数えてもよい。調査は 1名でも行えるが、複数の観察者と 1名の記録係で行うこと

が望ましい。 

 

い）調査時期 

天売島の 1994-2012年までの調査結果によると、海上の個体数は、抱卵期前の 4月から 5月上旬

に最大になり、5 月下旬から 6 月下旬まで安定して少なかったが、７月下旬に再び増加し、その後

急激に減少した(図 2)。5 月下旬以降は抱卵・育雛期に入るため海上での数が安定して少なかった

と考えられる。7 月下旬は育雛を終えた個体が再び海上に集まるため個体数が増加すると推察され

るが、育雛が終わっていない個体もおり、逆に繁殖地を離れる個体がいる可能性もある。従って、

海上の個体数調査は繁殖地に生息・飛来している個体数を最も反映していると考えられる抱卵期前

に行うのが望ましい。 
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図 2 天売島における 1994-2012年の海上個体数結果 [1992-1994(福田ほか 1995)、1995(福田 1995)、

1996(羽幌町未発表)、2004-2006（環境省未発表）、2009（環境省 2010）、2010(環境省 2011)、
2011(環境省 2012)、2012 (環境省 2013）] 

 

う）調査回数 

少なくとも抱卵前の時期に 1回、可能であれば複数回調査することが望ましい。図 2の 4月の個

体数は不安定に見えるが、これは凪の日が少ないため条件の悪い日に調査を行ったことが原因と推

察される。抱卵前に調査が難しい場合は個体数が安定した育種初期から中期（天売島の場合 6月）

に行うべきである。育雛後期と巣立ち期（天売島の場合 7月）は個体数が安定しないため、複数回

調査を行うことが必要である。 

 

え）波の条件 

原則凪の日に調査を行う。調査日程などの問題で変更がきかない際に、風向きにより部分的に波

が穏やかな海域がある場合は陸上からの調査は可能である。 

 

お）調査時刻 

天売島では海上の個体数は、早朝から 10 時ごろにかけて多く、それ以降は急激に少なくなるた

め、調査はこの時間内に行っている。 
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3. 巣数調査 

ケイマフリは崖の岩の隙間などで繁殖するため、卵やヒナの姿を確認することは一部を除いて困

難である。巣数調査はケイマフリが餌を持ち、または持たずに巣に入る行動の観察から巣の中に雛

がいることや巣として利用していると判断することにより繁殖数を数えることを目的としている。 

 

あ）観察場所 

ケイマフリが浮いている海岸沿いの崖を調査候補地とし、崖や海と崖を行き来するケイマフリが

いるか確認する。 

 

ア）陸上 

ケイマフリの繁殖崖を一望できる岩礁や半島などから調査することが望ましい。一地点からでは

すべての繁殖崖を観察しきれない場合は、地点を複数設ける。繁殖崖から 100-200m 離れた地点か

らの調査が最適だが、倍率の高い双眼鏡や望遠鏡を使えば 500m 程度離れていても可能である。逆

に、繁殖崖の直下の海岸沿いから行うこともできるが、見通しが悪いため巣の場所を特定できない

ことが多く、繁殖しているケイマフリへの撹乱には注意が必要である。また、繁殖崖の上からで調

査は可能であるが、死角が多く、親鳥が海を背に飛んでくるので岩礁と比べて個体を見つけづらい。 

 

イ）海上 

海上で船を停泊させて調査を行うため、最も適した場所に調査地点を決められるが、調査は凪の

日に限られ、波で揺れるので観察しにくい。 

 

い）調査方法 

調査は餌を持った個体を探し、巣に入るところを観察する。巣に入ったら巣の番号、時刻、餌の

種類などを記録用紙に記入する（付表 1）。人員に余裕があれば、調査は１地点につき観察と記録

の 2 名で行ったほうがよい。記録は餌運び個体の観察を優先し、それ以外の個体は深追いしない。

餌を持っている個体は遠くから高速で巣に向かって飛んでくるので、観察は海の方を向いて行う。

高いところを飛んでくる個体も見逃さないように注意する。旋回をした場合も目を離さない。着水

した場合はずっと見ている必要はないが、飛び立つのを見逃さないように時々確認する。巣の場所

が崖などに遮られはっきりしない場合は、一つの巣を重複して数えないよう気をつける。 
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繁殖状況は 5 つの判断基準により判断する（表 1、図 3）。ただし、巣穴入り口が見えない場合

も巣の入り口の位置が特定できる場合は入り口が見えるものとする。 

 
表 1 ケイマフリの行動等から読み取る繁殖状況の判断基準 

番号 ケイマフリの行動 巣穴入口の目視 繁殖状況 

1 餌を持ったまま岩の隙間に入る ○ 育雛中の巣 

2 餌を持ったまま岩陰に消える × 育雛中の巣 

3 何も持たずに岩の隙間への出入り ○ 抱卵中又は不明の巣 

4 何も持たずに岩陰への出入り × 巣の可能性あり 

5 岩の隙間のそばで飛来、飛去、とまり ○ 巣の可能性あり 

 
1 

  
2 

  
3 

    
4 

   
5 

           
図 3 ケイマフリの繁殖に関わる行動の模式図(表の番号に対応) 
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あらかじめ描写した繁殖崖の全体図に大まかな巣の位置に付表 1に対応する番号を記録し、詳細

な巣の周りの地形を個別に描写する（余裕がない場合は餌を持つか持たずに親鳥が入った巣のみ、

図 4）。この描写は巣の位置を忘れないためのものである。 

 
 

 
図 4 調査地の全体図(上)と詳細な巣の位置の描写(下) 
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あらかじめ調査地の全景をカメラで撮影し、それぞれ巣の位置を画角の中央にすえ詳細な巣の位

置を望遠レンズで撮影し、全体的な位置を理解するために、やや広角で撮影する（図 5）。 

 
調査地の全景写真 

  
位置を確認するための広角写真           巣位置の詳細写真 

 
図 5 繁殖地の写真 

 

巣 
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調査後のとりまとめの際には描写と写真の巣の位置を照合させ、全景写真と詳細写真の上にそれ

ぞれ巣の位置を記入する（図 6）。これはケイマフリの巣の経年利用を確かめるだけでなく、他の

調査員が調査する際に参考になる。 

 

 

 

 
図 6 巣位置の全体写真と詳細写真を使ったとりまとめ例 
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可能な限り餌の種類を記録する。イカナゴを除くと写真以外で判断することは難しいので、天売

島の場合、イカナゴかそれ以外で記録し、それ以外のうちわかったものだけ分類した（図 7）。 

  

  

 
 

 

 
図 7 ケイマフリの餌の写真 

 

左上 イカナゴ 

(長谷部真) 

右上 カレイの仲間 

(先崎理之) 

左中 ギンポの仲間 

(先崎理之) 

右中 カジカの仲間 

(先崎理之) 

左下 イカの仲間 

(長谷部真) 

 

 

 

 

 



 

9 

 

う）調査時期 

育雛期に 1地点で少なくとも 1-3時間行う。天売島の場合育雛初期（６月上旬－中旬）と後期（７

月下旬－8月上旬）に餌運びが少なく、中期（6月下旬－7月中旬）に餌運びが多くの巣で行われて

おり調査効率がよい。ただし、餌運びの多い時期は、年または繁殖地間で大きなずれがあることが

予想される。 

 

え）調査回数 

つがいによって時期が大きく異なるため、1 地点につき複数日（それぞれに初期・中期・後期に

1回づつまたはそれ以上）調査を行うことが望ましいが、それが難しい場合は中期に行う。 

 

 

お）波の条件 

天売島では調査地点への海上移動の関係で凪の日に行う。海上移動の必要がなく波が当たらな

い場所からであれば、波が高くても調査は可能である。 

 

 

か）調査時刻 

海上の個体数は午前 10 時頃から減少するが、育雛中の親鳥は夕方まで雛に餌を運ぶ。Thoresen 

(1984) は朝と夕方に餌運びが多いとしているが、南(1989)の調査では巣によって違う傾向があっ

た。従って、調査は日中であればいつ行ってもよい。 
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付表 1 繁殖調査野帳（天売島の例） 

ケイマフリ繁殖数調査野帳
    年　　月　　　日　調査地点（　　　　　）　　調査者（　　　　　　　）

調査時間（　　　　～　　　　　）

餌持ち 餌なし 巣穴

確認位置

(スケッチ

に対応）
観察時刻

個

体

数

巣

に

入

る

岩

陰

に

消

え

る

巣

に

入

る

岩

陰

に

消

え

る

隙間の

そばで

飛来・

飛去・

とまり

石

の

隙

間

岩

の

割

れ

目

見

え

な

い
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特記事項

[   /   ]

備考（えさの種類など）

 
 


